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～田植えを行いました～ 

6月26日（金）に、5年生が田植えを行いました。例年は、5月の種まきに始まり、田植え、

稲刈りと、米作りについて一連の活動を行ってきましたが、今年度は、田植えが米作りの最初

の活動になりました。前日の大雨で活動が心配されましたが、曇り空のもと、農業委員会や

JA、基山町産業振興課の皆様にご協力いただきました。半数ほどの子供たちが初めて田植えを

経験することができました。田植えでは、田んぼにいる水中生物を見つけて観察したり、足に

まとわりつく土の感触を肌で感じたりしながら、横に通したひもに付けられた目印の位置に、

一定の間隔を空けながら3～4本の苗を大切に植えていました。これから、秋に行う稲刈りまで

の間、水の管理や草取り、施肥や害虫の駆除等、農業委員会の皆様にお世話をいただきます。 

 米作りの体験（田植え、稲刈りなど）を通して、米のよさや大切さ、米作りに関わる人々の

苦労や願いに気付くとともに、歴史や文化風習、自然環境、生産及び経済等、自分の生活の一

部として関わりをもつ米について幅広く知り、多様な学びとなることを願っています。 

米づくりの活動にご協力いただきます地域の皆様に感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

～がっこうたんけんを行いました～ 

1年生が生活科の学習で、「がっこうたんけん」」を行いました。学校再開後には、担任

と一緒に学校内を見学しましたが、今回の学校探検では、学校の施設や設備等に関心をも

ち、施設の特徴やそこで働く人に気付いたり、自分の学校に愛着をもったりすることができ

るようになることをめあてに活動しました。また、廊下の歩き方や部屋への入り方、入ると

きの挨拶の仕方なども合わせて学習しました。今回は、グループを作って学校内を探検し、

プリントにあるクイズの答えを見つけるために、 

写真や部屋に貼られたヒントから、グループで 

答えを考えていました。友達が質問ができずに 

困っているときに言い方を優しく教えてあげた 

り、一緒に探したりする姿を見て、同じクラス 

の仲間としての意識の高まりが感じられ、嬉し 

く思いました。 

～家庭学習がんばり週間・すみそあじがんばり週間～ 

今週は、各ご家庭で家庭学習やすみそあじがんばり週間に取り組んでいただきありがとう 

ございました。この2つの取組は、基山中校区3校で実施し、子供たちの主体性や自律性を伸 

ばし、目標をもって心豊かに生きる力を育むことができるように学習習慣・生活習慣の定着 

をめざしています。 

  毎日の積み重ねが大きな力となりますので、子供たちに「自ら進んで学ぶ力」を育むため

に保護者の皆様の励ましや日頃からのお声掛けをお願いいたします。 
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～水泳の授業が始まりました～ 

今週から水泳の授業が始まりました。今年度は、新型コロナウイルス感染症予防対策と

安全に水泳の授業が行えるように、下記のような対応をしています。 

 

①プール使用前後の手洗いの徹底            

②水質検査、教室と同様に使用後の消毒実施 

③更衣の場所を分散 

④小プールと大プールを各1クラスのみ使用 

⑤プールに入る人数を分ける 

⑥見学者も一定の間隔を空ける 

（体調がすぐれないときや熱中症が心配な場合は、保健室や教室で過ごす） 

前号でもお願いしていましたが、耳鼻科や眼科検診の結果で水泳の授業に支障のある場

合は、主治医が記入された「治療済」もしくは「許可」のサインを確認した後からの参加

となります。特に耳垢栓塞は、水中で耳垢が膨張し、外耳道を塞いで難聴を起こしたり外

耳炎の原因にもなったりしますので、早めの受診にご協力をお願いします。 

 

～福祉の学習に取り組んでいます～ 

4年生では、総合的な学習の時間に「福祉」をテーマに学習しています。6月25日（木）は、

社会福祉協議会にご協力をいただき、手話の通訳を交えながら基山町在住で耳の不自由な方

の日常生活についてお話を聞きました。冒頭では来客時の対応やめざまし時計の使い方、電

車やバス利用の仕方等、光やバイブレーションを使って不自由さをカバーするさまざまな知

恵や工夫されている様子を具体的にビデオで紹介していただき学ぶことができました。 

  新型コロナウイルス感染症予防対策としてマスク着用が習慣化することで、これまで口の

形で相手の伝えたいことを読み取ることができず、コミュニケーションの取りづらさや伝達

の難しさを感じられていることなどを教えていただきました。また、外見からは判断できな

いために、誤解されてしまうこともあるなど、私たちが知らないご苦労がたくさんあること

も知ったり気付いたりすることができました。 

  これから学習を進めていく中で、障害のある方も暮らしやすい町にするために、福祉の視

点にも目を向け身近な問題として、障害者の方との接し方や自分たちにできることを考え、

実践できることを願います。 
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～お願い～ 

  マスク着用にご協力いただきありがとうございます。途中でゴムが外れたり忘れてしまっ

たりすることもあるようです。熱中症予防のための大きめの水筒（スポーツドリンクも持参

可）、タオル等に加え、ランドセルに予備のマスクをご準備いただきますようお願いしま

す。 


